
1  課題を抱える業務の内容

3  こんな技術を求めています！

宇7 水道施設の３次元データ化

2  課題の詳細

求める技術：⑤⑨⑭

宇都宮市

職員が直接入ることができない施設の内部や，構造物の位置，断面、設備の内部構造などをＩＣＴを活用して
可視化することができれば，それぞれの業務（設計，施工，維持管理）の精度が向上する。

2次元データ（図面、映像等）から3次元データを作成する技術，及びその3次元データをVR等（AR、MR
等）で確認（任意点での拡大、縮小、断面切り出し、複数人での同一空間体験、など）することができる技術

浄水場は常時稼働しているため，池の中など職員が入れない場所の設備の設置状況（位置や配管・配線ルート
等）や，分解しないと目視できない設備内部（ポンプ・脱水機等）は図面（２次元）で確認しており，維持管理
する職員は設備を詳細に把握することが難しく，不具合が発生した際の対処に遅れる可能性がある。


